
 

 

平成 30年度９月定例記者会見 次第 

日時：9月 28日（金）13時 30分～ 

会場：糸島市役所 庁議室 

 

【出席者】 

〔伊都国記者会〕朝日新聞、糸島新聞、西日本新聞、毎日新聞、読売新聞 

ＮＨＫ福岡放送局 

〔糸島市〕   市長、副市長、教育長 

  関係部    教育部、企画部 

  関係課    文化課、地域振興課、秘書広報課 

 

 

１ 市長あいさつ 

 

２ １０月のイベント                   ●イベント情報 

 

３ 案件 

（１）平成 30年度伊都国歴史博物館秋季特別展の開催について 

（文化課） ●資料 1 

（２）ママライター育成講座開講式について 

（地域振興課） ●資料 2 

（３）東京ミッドタウン日比谷で期間限定糸島食材メニューを提供 

（秘書広報課） ●資料 3 

（４）博多大丸「九州探検隊」アンバサダー認定式について 

（秘書広報課） ●資料 4 

 

４ 市長短信                         ●短信資料 

 

 

５ 懇談・その他 

 

 

   ■次回定例記者会見の開催日時（予定） 

日時：10月 25日（木）13時 30分～ 

場所：糸島市役所 庁議室 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年度の伊都国歴史博物館秋季特別展として、下記のとおり「伊都国から倭人伝の

国々を探る」シリーズⅠ「倭の境界『對馬国』」展を開催いたしますので、お知らせいたし

ます。 

記 

１．名  称 平成30年度伊都国歴史博物館秋季特別展 

伊都国から倭人伝の国々を探るシリーズⅠ  

「倭の境界『對馬国』」 

２. 主   催  糸島市立伊都国歴史博物館、糸島市教育委員会 

３．協  力 対馬市教育委員会、対馬市博物館建設推進室、 

魏志倭人伝のクニグニネットワーク 

４．会  場 糸島市立伊都国歴史博物館 企画展示室 

５．会  期 平成３０年１０月６日（土）～１１月２５日（日）  

６．開館時間 ９時～１７時（入館は１６時３０分まで） 

７. 休 館 日 月曜日（１０月８日（月・祝）は開館、翌９日（火）が休館） 

８. 料  金 大人３００円・小中学生２００円 

※障害者手帳をお持ちの方（付き添いの方１名まで）無料 

９．開催趣旨   

伊都国歴史博物館では、本年より、「伊都国」を基点に、魏志倭人伝に記された玄界灘沿

岸の国々の様相を総観するシリーズ展示「伊都国から倭人伝の国々を探る」シリーズを開

催いたします。倭人伝に記された他の国々をつぶさに探っていくことで、倭人伝の国々の

中での「伊都国」の重要性を相対的に再認識してもらうことを目的としています。 

今回はその第１弾として、大陸から日本列島へ渡海する際に最初に訪れる「倭」の玄関

口であった「對馬国」をとりあげます。 

平成30年度伊都国歴史博物館秋季特別展 

「倭の境界『對馬国』」展の開催について 

定例記者会見資料 

平成３０年９月２８日 

教育部文化課 



「對馬国（對海国）」の比定地とされるのは、長崎県対馬です。当地は、わが国(倭)と朝

鮮半島(韓)との境界に位置し、倭人伝に「南北市糴（米を獲るために朝鮮半島と日本本土

を往来し交易を行っていた）」と記されるように、弥生時代において、双方の地域との密接

な海上交易の結節点となってきました。 

対馬は、こうした玄界灘交易の証ともいえる大陸系の独特な青銅器類、そして倭人が海

上交易の祭器としていた「銅矛」が多数出土する地域としても知られており、「倭」と「韓」

の要素が混在する独特な歴史・文化が形成されている地域です。 

このように「倭の境界」とも呼べる「對馬国」の時代の主要な出土品が、海を渡った「伊

都国」の地で一堂に会します。「對馬国」の出土品が一か所にこれだけ集まる展示会ははじ

めてのことで貴重な機会といえます。 

ぜひ、本展を多くの方々にご覧になっていただき、「對馬国」の歴史・文化を知っていた

だき、さらには「伊都国」をはじめとする倭人伝の国々の魅力にも触れていただきたいと

思います。 

 

10.主な展示品                 (  )内は遺跡の所在地 

 今回の特別展には、對馬国の有力層墓である塔の首遺跡や木坂遺跡出土の副葬品の

数々、わが国では対馬でしか出土してない特異な青銅器類、対馬で多量に出土している

銅矛など、対馬出土の重要文化財１４件６３点をはじめ県指定文化財、市町村指定文化

財の重要資料１９件２０点を含む、計１６８件２５０点余の資料が伊都国歴史博物館で

展示されます。 

【主な展示品】 

・佐賀貝塚出土品（国重文/長崎県対馬市） ・恵比寿山遺跡出土品（長崎県指定文化財

/長崎県対馬市） ・かがり松鼻遺跡出土品（長崎県指定文化財/長崎県対馬市） ・

ハロウ遺跡出土品（対馬市指定文化財/長崎県対馬市） ・伝三雲川端出土広型銅矛鋳

型（糸島市指定文化財/糸島市）  など  

計１６８件２５０点余の展示品を予定しております。 

 

11.関連事業 

特別講演会 

開催期間中、著名な講師をお招きして展示会のテーマに関連した特別講演会を３回開催

いたします。 

 



(1)   １０月１４日(日) 14時～ 

講 演 「對馬国の実像 ～水脈がつくる世界～」 

講師：尾上 博一 氏（対馬市教育委員会文化財課副参事兼係長） 

 

(2)   １０月２８日(日) 14時～  

講 演 「南北市糴 ～対馬にみる日韓交渉のすがた～」 

講師：武末 純一 氏（福岡大学教授） 

 

(3)   １１月２５日(日) 14時～  

講 演 「武器形青銅器にみる「倭人」の祭祀」 

講師：吉田 広 氏（国立大学法人愛媛大学ミュージアム准教授） 

※いずれも会場は伊都国歴史博物館４階研修室、定員:100名（要申込み・先着順）、 

料金:各回300円(観覧料含む)、申込み方法:博物館へ電話による申込み 

 

 

《本件に関するお問合せ先》   

糸島市立伊都国歴史博物館（糸島市教育委員会文化課博物館係）角・河合 

〒819-1582 福岡県糸島市井原916 TEL 092-322-7083 FAX 092-321-9155 

 















 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪概   要≫ 

➣市では、情報発信技術を使い、時間や場所にとらわれない柔軟な働き方である「テレワーク」を

推進しています。 

➣今回、テレワーカー養成の一貫として、働きたいお母さん達のしごと作りに繋がるママライター

育成講座を開催します。（企画運営業務は日本テレワーク協会に委託） 

➣事業目的は、ライティング技術の習得によるプロのライター育成と、講座を通じての仕事仲間と

のネットワークづくりなどを行い、ママライターとしての仕事を創り出すことを目指しています。 

➣全７回の講座は、各分野の専門家が講師を務め、受講者は講座や課題を通じ、取材のスキルや正

確な文章作成、写真等の仕事に繋がる技術を学ぶことができます。 

➣また、講座の卒業制作として、実際に「広報いとしま」のコラムや「糸島市子育て世代応援サイ

ト いとネット」への原稿執筆を予定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪昨年からの変更点≫ 

・講義の追加 

 ○取材記事を書く前段階の初歩的な「文章の書き方」講義 

 ○責任感やコミュニケーション能力を高める「自営型テレワークについて」講座 

・講座時間を延長 

 ○ランチミーティングを実施し、受講生同士の交流を深めるため、講義時間を１時間半延長 

・講座中の個別相談の時間の確保 

 

 

 

定例記者会見資料 

平成３０年９月２８日 

企画部地域振興課 

ママの力をテレワークで活かす！ 

「ママライター育成講座」開講します。 

開 講 式  １０月１７日（水） 10時から１０時３０分 

受 講 者  １０名 

開催場所  前原テレワークセンター 

ママトコワーキングスペース 

（糸島市前原中央2丁目13−17） 

講座内容  別紙「ママライター育成講座」チラシのとおり 
 

昨年の受講の様子 



≪これまでのテレワーク推進の経緯≫ 

Ｈ27：ふるさとテレワーク推進事業により、地域実証実験を実施。 

Ｈ28：国の補助事業を活用し、前原テレワークセンターのセキュリティ整備、サテライトオフ

ィスの設置工事を実施。また、テレワークでの働き方を学ぶ、「仕事に繋がるテレワーク

スキルアップ講座（全４回）」を実施。 

Ｈ29：子育て中の女性に新たな働き方であるテレワーク事業とライター技術を習得してもらう、

ママライター育成講座を実施。 

※ママライター１０名誕生 

 

≪講座の特徴≫ 

＜選考について＞ 

  ・事前に応募説明会を実施し、講座の開催趣旨を説明。 

  ・応募説明会に参加し、応募用紙を提出した方の中から、書類審査で選考を行う。 

   （『応募動機』、『糸島の子育てにおいて、気に入っているところ』について、それぞれ作文し

ていただく。） 

  ・応募説明会申込者16名 

 

 ＜託児について＞ 

  ・講座受講中の託児が可能。（子ども１人につき１回３００円で託児の手配あり。） 

  ・お母さん達が、子どもの近くに居ながら講座を受講することができる。また、子育てについ

て、他のお母さんと情報交換や交流ができる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 
企画部 地域振興課 市民協働係 

担当：藤本 
TEL：323-1111（内線 1322） 
   332-2062（直通） 







 
 

 
 
 

 
 

 

 

  ＤRAWING HOUSE OF HIBIYA（ドローイング ハウス・オブ・ヒビヤ）    

 春夏秋冬、季節ごとに２つの土地に焦点をあて、新鮮、安全な旬、はしりの料理を提供し
ているレストラン。レストランの料理⻑が現地に直接訪問し、⾃分の五感で感じて良いと思
った厳選した食材でメニューを考案し、提供しています。 
レストランのテーマは、「ニッポンのテロワールを体感」。 
10月1日（月）から11月末まで、秋のテロワールメニューとして「糸島・山形」の2

つの地域の⾷材を使った料理が提供されます。 
メニューは、DRAWING HOUSE OF HIBIYAのＨＰにてご覧ください。 

※「テロワール」とは・・・土壌、気候、土地、作物にその土地特有の性格を与える生育環境。 
 

 DRAWING HOUSE OF HIBIYA 料理⻑ 宮本シェフ糸島2回訪問！！        
レストランの料理⻑ 宮本光シェフは、平成 30年 1月、8月と 2回糸島を訪れ、農場や

漁港、直売所に⾏き、直接生産者から話を聞いたり、⾷材を⾷べ材料を決定しています。 
6年連続⽇本⼀の漁獲量を誇る「糸島天然真鯛」や糸島野菜、乳製品など多くの糸島食材

がメニューに使われます。 
東京で糸島食材をＰＲする機会になり、糸島ブランドを全国に発信していきます。 
昨年度、当市の事業「糸島ファーム toテーブル事業」において、株式会社バルニバービ

の総料理⻑大筆シェフを案内したのがきっかけで、宮本シェフが糸島を訪れています。 
 
 
 
 

 
 
 
「糸島ファームtoテーブル事業」とは                             
関東の消費者に糸島⾷材を料理として⾷べていただき、糸島ファンになってもらうために、東京からシ 
ェフを呼んで糸島の豊富な食材を紹介します。また、東京で糸島食材を食べることができるレストラン
を宣伝することで、糸島食材を知っていただきファンになってもらうための事業です。 

 
 
 
 
 
 

定例記者会見資料 
平成３０年９月２８日 
企画部秘書広報課 

東京ミッドタウン日比谷6Ｆ『DRAWING HOUSE OF HIBIYA』 
期間限定！1０月１⽇〜11月末まで 
糸島食材を使ったメニューが登場！ 



 
 

 
 
「DRAWING HOUSE OF HIBIYA（ドローイング ハウス・オブ・ヒビヤ）」概要    
東京ミッドタウン日比谷６Fの“空中庭園”にガーデンテラスシートを配し、皇居外苑、日

比谷公園を借景に緑を望む約150席のガーデンレストラン。 
■住所：東京都千代田区有楽町1-1-2 東京ミッドタウン日比谷 6F 
■電話：03-3519-3700 
■お店のＨＰ: http://drawing.restaurant/ 
■149席（テラス席もあり） 
■DRAWING HOUSE OF HIBIYA料理⻑ 宮本 光 氏 
■平成30年3月末 東京ミッドタウン日比谷にオープン。 
■東京カレンダー８月号、オズマガジン10月号に紹介されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
株式会社バルニバービ について                             
 関東と関⻄を中⼼にカフェ・ レストラン・スイーツショップを80店舗以上展開。 
地域性やスタッフの得意な事などをベースに、異なるコンセプトを持つ飲⾷店を企画・運 
営する。 
http://www.balnibarbi.com/  

【問い合わせ】秘書広報課ブランド推進係 担当 岡・⻑⾕川・藤森 電話３３２－２０７９ 

http://drawing.restaurant/
http://www.balnibarbi.com/


(株)博多大丸『九州探検隊』を市の情報発信アンバサダーに認定します

定例記者会見資料
平成３０年９月２８日
企画部秘書広報課

糸島市は、地域貢献と九州の活性化を目的とした(株)博多大丸「九州探検隊プロジェクト」の
趣旨に賛同し、市の情報発信アンバサダーに認定するとともに、今後、相互協⼒しながらホーム
ページやSNSでの情報発信及び販売催事や特別ツアーの開催などの連携事業を企画していきます。

◇九州探検隊プロジェクト

開業65周年を迎えた(株)博多大丸が、九
州の地域に根差した百貨店として「もっと、
⼤丸ができること」をスローガンに⽴ち上
げたプロジェクト。
九州のまだ知られていない食材や工芸、
伝統、文化など様々な「モノ」・「コト」
を⾏政と⼀緒に発掘し、お客様に広く紹介
することによって、九州全体の活性化を目
指します。

◇想定される連携事業

WEB活動…各ホームページの相互リンク、『九州探検隊』ホームページでの情報発信など
店頭活動…大丸８階催事場やパサージュ広場を活用した販売催事など

実地活動…探検隊員による糸島探訪、友の会限定糸島ツアーなど

◇アンバサダー認定式

日 時：2018年9月28⽇（⾦）定例記者会⾒終了後
会 場：糸島市役所 本館３階 総務文教常任委員会室
内 容：⽷島市⻑と(株)博多⼤丸社⻑による認定書署名、質疑応答、記念撮影など

【問い合わせ】秘書広報課ブランド推進係 担当 藤森・長谷川・岡 電話３３２－２０７９


